








































































































































































2 回目は一連のマイクロティーチングの活動が終了した後で行った。上述の 1 回目の記入済みア








きで列挙する形式で回答しているので、1 つ 1 つの回答を表 1 のカテゴリーに分類した。そして各
カテゴリーの頻度と割合を、マイクロティーチング前後で比較した。
3）結果と考察
2 回のアンケートの両方に回答した受講生は 53 名だった。列挙されたのべ回答数は、1 回目は
244 個、2 回目は 224 個だった。2 回目の方が回答数が少ないのは、1回目の自らの回答を参照しな
がら書いたことにより、1回目と重複する回答を書くことを避けた者が多かったためと考えられる。
カテゴリー分類の結果を表 1、具体的な回答例を表 2 に示す。まずマイクロティーチング前の結
果に注目すると、目立って回答数が多いのは教材に関する項目である。教材に言及する回答数は合
計で 105 個であり、これは 43.0％と全回答の半数近くを占めている。中でも「配布物、提示物など














































頻度 割合 頻度 割合
授業範囲の検討 18 7.4％ 8 3.6％
授業目標の設定 5 2.0％ 15 6.7％
生徒の事前調査（診断的評価） 4 1.6％ 5 2.2％
教材
教科書の読み込み 9 3.7％ 6 2.7％
下調べ、関連資料の収集 23 9.4％ 10 4.5％
配布物、提示物などの作成 58 23.8％ 42 18.8％
その他 15 6.1％ 9 4.0％
（小計） （105） （43.0％） （67） （29.9％）
授業方法
発問 4 1.6％ 3 1.3％
生徒の反応の予測と対処 11 4.5％ 26 11.6％
時間配分 11 4.5％ 27 12.1％
板書計画 14 5.7％ 9 4.0％
その他 20 8.2％ 15 6.7％
（小計） （60） （24.6％） （80） （35.7％）
学習指導案の作成 3 1.2％ 16 7.1％
評価の計画 5 2.0％ 11 4.9％
リハーサルの実施 5 2.0％ 6 2.7％
年間、学期の指導計画の検討 3 1.2％ 5 2.2％
その他 23 9.4％ 7 3.1％
不明 13 5.3％ 4 1.8％
合計 244 100.0％ 224 100.0％
カテゴリー 回答例
授業範囲の検討 「どんな内容をやるかを決める」「授業をどこまで進めるか考える」
授業目標の設定 「授業の目標をたてる」「明確で正しい授業目標を立てる」
生徒の事前調査（診断的評価）「児童・生徒の現状を観察・推察」「生徒の実態を知るためのアンケート」
教材
教科書の読み込み 「教科書を熟読し、内容を理解する」
下調べ、関連資料の収集 「参考資料をみつけたり、読んだりする」「本やネットでの下調べ」
配布物、提示物などの作成 「プリントなどの作成」「カード、ワークシートなどメディア類の準備」
授業方法
発問 「生徒への質問事項」「生徒に質問する内容の準備」
生徒の反応の予測と対処 「生徒からの意見の予想」「生徒の反応を予想し、それに答えられる様に考える」
時間配分 「ある程度の時間配分を考える」「時間があまったときはどうするのか、決めておく」
板書計画 「黒板に書く内容を考える」「板書のイメージ」
学習指導案の作成 「学習指導案づくり」
評価の計画 「個人の進度を調べるものの準備」「評価の観点を明確にしておくこと」
リハーサルの実施 「模擬授業を行う」「予行演習」
年間、学期の指導計画の検討 「1年間でどのようなペースで授業を行うか計画する」
宮脇・柏崎：教職課程における模擬授業の効果
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